
【大竹青年会議所ホームページのご案内】   

最新の詳しい事業活動の詳細を更新中！！ 

ＵＲＬ：http：//www.otakejc.com/2015/ 

右のＱＲコードをご利用ください。 
【facebookでも活動情報を公開中！】 

右のＱＲコードをご利用ください。 

二
〇
一
五
年
度 

竹
を
つ
か
っ
た
大
運
動
会 

大
盛
況
！ 

広
報
誌 

第
三
号 

 

 

久々に（心が）燃えた！ 

楽しかった！ 

 

大竹で（自分と同じ）青年世代

が頑張っていることが知れて嬉

しかった。また一緒にやりたい。 

（一般参加スタッフの声） 

 

 

子どもがとても

喜んでいました。 

ありがとう。 

 

とても良い経験になりました。

参加する機会をいただき、本当

にありがとうございました。 

（一般参加スタッフの声） 

 

今日はとても楽し

かったです！ 

ありがとうござい

ました。 

 

 

来年も参加した

い！是非開催し

てください！ た
け
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
１
５ 

協
同
参
加
型
事
業
企
画
室 

日
時
：
七
月
二
十
五
日
㈯ 

場
所
：
大
竹
市 

晴
海
臨
海
公
園 

球
技
場 

 

『
ひ
と
』
と
『
ひ
と
』
が
互
い
に
興
味
を
持
て
る
交
流
の
場
が
欲
し
い
！
若

い
世
代
を
中
心
に
大
竹
市
と
い
う
『
ま
ち
』
を
媒
体
と
し
て
事
業
を
企
画
し

た
い
！
そ
の
様
な
思
い
で
た
け
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
１
５
は
計
画
さ
れ
た
。 

こ
の
事
業
の
中
で
、
ス
タ
ッ
フ
参
加
者
に
は
協
議
の
中
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
力
を
育
み
な
が
ら
『
ま
ち
』
へ
の
興
味
を
深
め
て
欲
し
い
。
競
技
参
加

者
に
は
事
業
を
楽
し
み
な
が
ら
、
大
竹
の
魅
力
を
感
じ
て
欲
し
い
。
そ
れ
ら

関
係
者
皆
が
、
大
竹
市
内
外
へ
大
竹
の
魅
力
を
浸
透
さ
せ
る
起
点
と
な
り
、

『
ま
ち
』
の
更
な
る
発
展
に
繋
げ
た
い
と
の
思
い
か
ら
、「
た
け
リ
ン
ピ
ッ
ク

２
０
１
５
」
を
開
催
し
、
竹
を
用
い
た
十
種
目
の
競
技
で
、
多
世
代
が
入
り

交
じ
り
笑
顔
が
溢
れ
る
充
実
の
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

こ
の
事
業
を
通
じ
て
、
我
々
青
年
会
議
所
会
員
と
同
世
代
の
方
々
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
大
竹
市
の
仲
間
と
し
て
通
じ
合
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
多
く
の
人
々
と
協
力
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
で
、『
ま
ち
』
に
活
気

が
生
ま
れ
る
と
考
え
、
皆
さ
ま
と
共
に
創
り
上
げ
た
新
た
な
大
竹
の
魅
力
を
、

こ
れ
か
ら
も
発
信
し
て
い
き
ま
す
。（
記
事 

協
同
参
加
型
事
業
企
画
室
担
当

委
員
長 

小
城
和
之
）（
取
材 

日
野
浩
爾
） 

 

 

 

一般社団法人 大竹青年会議所  
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私たちは、新たな仲間を求めています！ 
２０歳～４０歳までの青年としての貴重な年月、共に

研鑽と成長を重ねる、友情の日々を歩みませんか？ 

あなたの参加を会員一同、いつでも歓迎いたします！ 

会員募集 

一般社団法人大竹青年会議所 ２０１５年 ５月～８月 活動報告 

献
血
事
業 

日
時
：
五
月
十
三
日
㈬ 

場
所
：
大
竹
会
館 

 

山
の
日
県
民
の
集
い 

日
時
：
六
月
七
日
㈰ 

場
所
：
マ
ロ
ン
の
里
交
流
館 

 

紙
す
き
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
担
当 

街
頭
に
立
ち 

献
血
呼
び
か
け 

山
の
大
切
さ
を
理
解
す
る
た
め
、
山
の
日
県
民
の

集
い
が
開
催
さ
れ
、
我
々
大
竹
青
年
会
議
所
も
大

竹
和
紙
保
存
会
の
皆
様
と
協
力
し
、
ブ
ー
ス
を
出

展
し
ま
し
た
。
昨
年
の
和
紙
行
灯
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
経
験
を
活
か
し
、
来
場
の
方
に

和
紙
作
り
を
体
験
し
て
頂
き
ま
し
た
。
体
験
者
か

ら
「
絵
は
が
き
に
し
た
い
」
「
貴
重
な
体
験
が
で

き
ま
し
た
」
な
ど
の
声
を
頂
き
、
大
竹
市
の
魅
力

の
一
つ
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

（
記
事 

高
橋
央
史
） 

大
竹
市
献
血
推
進
協
議

会
の
一
員
と
し
て
、
大
竹

会
館
前
に
て
市
民
の
皆

様
に
献
血
の
呼
び
か
け

を
行
い
ま
し
た
。
多
く
の

方
に
ご
協
力
頂
け
た
こ

と
、
心
よ
り
感
謝
い
た
し

ま
す
。
今
後
も
何
卒
ご
協

力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

（
記
事 

日
野
浩
爾
） 

 

Ａ１：青年会議所の楽しさは、人と

の出会いにあると思います。ＪＣで

しか体験できないことが沢山あり、

厳しさもあり、自分にとって成長の

機会となります。その過程で何より

も仲間ができることが楽しさです。 

Ａ２：大竹青年会議所をこれからも

宜しくお願い致します。 

 

Ａ１：青年会議所の楽しさは、委員

長をすることでわかります。自分が

成長したと感じることができるとこ

ろです。 

Ａ２：大竹市を一緒に盛り上げてい

きませんか！ 

Ｑ１：青年会議所の楽しさ 

Ｑ２：読者の方に一言 

 

A１：多くの出会い、多くの人と仲間

になり、多くの経験が出来ることだ

と思います。また、三信条のもとに

様々な活動を通じて意識が変わる自

分が発見できることです。 

A２：沢山の経験を積める機会が大竹

青年会議所にはあります。その中で、

楽しいことや辛いこともあります

が、それもまた経験かなと思います。 

総務広報委員会委員長 

藤野 広志君 
 

指導力開発委員会委員長 

網代木 秀太君 

地域創生委員会委員長 

小城 和之君 

青年会議所の基本理念 

修練 奉仕 友情 
 【ＪＣ三信条】 

1.個人の修練 2.社会への奉仕 3.世界との友情 

 

青年会議所は活動の基本を「修練」「奉仕」「友情」に

おき、会員は「明るい豊かな社会を築き上げる」こと

を共通の理想としています。 また、会員相互の啓発と

交流をはかり、公共心を養いながら、地域との協働に

より社会の発展に貢献することを目的としています。 

 

【ＪＣ宣言】 

日本の青年会議所は混沌という未知の可能性を切り拓

き、個人の自立性と社会の公共性が生き生きと協和す

る確かな時代を築くために率先して行動することを宣

言する。 

 

【綱領】 

われわれ JAYCEEは社会的・国家的・国際的な責任を自

覚し志を同じうする者、相集い、力を合わせ青年とし

ての英知と勇気と情熱をもって明るい豊かな社会を築

き上げよう。 

    

一般社団法人大竹青年会議所は『まち』と『ひと』を思い活動する２０歳から４０歳までの青年の団体です。 

 

《広報誌・活動・入会に関するお問い合わせ先》 
 

一般社団法人 大竹青年会議所事務局（大竹商工会議所内） 

広島県大竹市油見三丁目１８番１１号 

Tel ０８２７‐５２‐８００６ 

発行者 総務広報委員会 

＜編集後記＞ 

残暑の厳しい季節となりました。体調を崩さぬよう気を付けたい時期でご

ざいます。さて、既に一年も大半が過ぎ、我々大竹青年会議所においても、

年当初に企画した例会・事業の多くが誌面の通り、既に実行されておりま

す。幸いなことに、多くの喜びの声を頂いており、加えて関係者皆が怪我

や病気を患うことなく完遂できたこと大変うれしく思っております。今後

も明るい未来を目指し邁進致しますので、市民の皆様、ご理解ご協力、何

卒宜しくお願い致します。手に取って頂き、ありがとうございました。 



  

  

地
区
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
２
０
１
５ 

呉 

日
時
：
八
月
九
日
㈰ 

場
所
：
呉
市 

海
上
自
衛
隊 

呉
教
育
隊 

体
育
館 

大
和
波
止
場
公
園
・
他 

広
島
ブ
ロ
ッ
ク
ア
カ
デ
ミ
ー 

日
時
：
五
月
三
十
日
㈯ 

場
所
：
竹
原
市 

大
久
野
島 

六
月
・
八
月
公
開
例
会 

指
導
力
開
発
委
員
会 

日
時
：
六
月
八
日
㈪
・
八
月
七
日
㈮ 

場
所
：
大
竹
市 

大
竹
商
工
会
議
所
四
階
ホ
ー
ル 

 

六
月
例
会
は
、
講
師 
篠
原
敦
子
税
理
士
を
お
招
き
し
、
四
月
例
会
で
学
ん
だ
損
益

計
算
書
を
踏
ま
え
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
を
学
ぶ
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
損
益
計
算
書
上
で
黒
字
に
な
っ
て
い
て
も
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
が
な
い
と
会
社
は
倒
産

に
追
い
込
ま
れ
る
」「
黒
字
な
の
に
い
つ
も
資
金
繰
り
に
追
わ
れ
る
」
そ
の
よ
う
な
状

況
は
な
ぜ
起
こ
る
の
か
、
そ
の
問
題
を
解
決
す
る
現
金
管
理
の
方
法
と
し
て
、
キ
ャ

ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
を
利
用
し
自
社
の
資
金
状
況
を
理
解
す
る
重
要
性
を
学
ん
で

頂
く
為
に
開
催
致
し
ま
し
た
。 

八
月
例
会
は
、
四
月
例
会
、
六
月
例
会
で
学
ん
だ
内
容
を
踏
ま
え
、
損
益
分
岐
点
を

見
い
だ
す
重
要
性
に
つ
い
て
学
び
、
今
後
の
経
営
戦
略
を
立
て
る
為
の
講
演
会
を
開

催
。
経
費
の
固
定
費
と
変
動
費
を
把
握
し
た
上
で
、
ど
の
程
度
の
売
上
が
あ
れ
ば
利

益
が
出
る
の
か
、
売
上
げ
目
標
を
達
成
す
る
為
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
等
の
戦

略
を
考
え
る
内
容
に
な
り
ま
し
た
。 

指
導
力
開
発
委
員
会
と
し
て
は
八
月
例
会
が
最
後
の
担
当
例
会
で
し
た
。
三
回
の
例

会
を
通
じ
て
参
加
者
の
皆
様
に
多
く
の
も
の
を
持
ち
帰
っ
て
頂
け
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
九
月
に
開
催
し
た
三
回
目
の
勉
強
会
で
は
、
更
に
深
く
損
益
分
岐
点
に
つ
い
て

学
び
、
皆
様
の
経
営
戦
略
に
役
立
て
て
頂
き
ま
し
た
。
今
後
も
企
業
人
と
し
て
の
能

力
・
資
質
向
上
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
記
事 

指
導
力
開
発
委
員
会
委
員
長 

網
代
木
秀
太
）（
取
材 

日
野
浩
爾
） 

 

呉
の
地
に
て
、「
地
域
復
興
へ
の
船
出
！
大
和
の
故
郷
で
５
４
の

ち
か
ら
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
中

国
地
区
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
、

元
呉
地
方
総
監 

伊
藤
俊
幸
氏
の
講
演
を
拝
聴
し
、
領
土
領
海
に

お
け
る
歴
史
的
観
点
及
び
重
要
性
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
そ

の
他
、
若
い
世
代
か
ら
考
え
る
竹
島
・
尖
閣
・
北
方
領
土
問
題

に
つ
い
て
の
講
演
、
島
谷
ひ
と
み
さ
ん
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ラ
イ
ブ

や
、
青
空
の
下
で
の
懇
親
会
も
あ
り
、
大
変
盛
況
な
一
日
と
な

り
ま
し
た
！ 

（記
事 

髙
橋
央
史
） 

 

こ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
広
島
県
内
各
地
青
年
会
議
所
の
新
入
会

員
が
一
泊
二
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
親
睦
を
図

り
、
さ
ら
に
は
、
地
域
の
た
め
に
率
先
し
て
行
動
す
る
人
材
に
な

っ
て
頂
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
私
は
既
存
会
員
と

し
て
の
参
加
で
し
た
が
、
新
入
会
員
の
熱
い
思
い
に
触
れ
、
気
持
ち

を
新
た
に
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
読
者
の
皆
様
も
是
非
青

年
会
議
所
に
入
会
頂
き
、
熱
い
事
業
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

（記
事 

髙
橋
央
史
） 

新
た
な
仲
間
た
ち
が
竹
原
に
集
う 

堅
実
な
経
営
を
目
指
し 

戦
略
を
学
ぶ 

地
域
復
興
を
目
指
し
士
気
高
揚 
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五
月
例
会
（
家
族
例
会
）
総
務
広
報
委
員
会 

日
時
：
五
月
十
七
日
㈰ 

場
所
：
大
竹
市 

プ
レ
イ
バ
ー
ク
蛇
喰 

 

中
国
地
区
野
球
大
会 

 
 
 
 
 

広
島
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
大
会 

日
時
：
五
月
九
日
㈯ 

場
所
：
三
次
市 

き
ん
さ
い
ス
タ
ジ
ア
ム
・
他 

 

七
月
例
会 

地
域
創
生
委
員
会 

日
時
：
七
月
七
日
㈫ 

場
所
：
大
竹
市 

大
竹
商
工
会
議
所
四
階
ホ
ー
ル 

 

大
竹
市
は
、
「
豊
か
な
自
然
」
「
歴
史
と
伝
統
あ
ふ
れ
る
文
化
」
「
産
業

の
発
展
」
「
広
島
の
西
の
玄
関
」
「市
民
参
加
の
事
業
」
な
ど
、
多
く
の
特

徴
と
魅
力
を
活
か
し
な
が
ら
成
長
し
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
そ
れ
ら
が
大
竹
市
内
外
に
十
分
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
現
状
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
我
々
大
竹
青
年
会
議
所
会
員
が
先
頭
に
立
ち
、
大

竹
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
と
い
う
意
識
を
持
つ
た
め
に
、
本
例
会
を

開
催
し
、
参
加
し
た
会
員
が
、
「
わ
が
ま
ち
を
語
る
・
誇
る
」
こ
と
が
で

き
、
そ
れ
を
発
信
で
き
る
人
材
と
な
れ
る
よ
う
、
大
竹
市
の
魅
力
発

信
の
プ
レ
ゼ
ン
を
考
え
発
表
し
ま
し
た
。
亀
居
城
跡
や
栗
谷
地
域
な

ど
、
大
竹
市
に
潜
在
す
る
魅
力
の
数
々
を
、
会
員
自
身
の
視
点
か
ら

プ
レ
ゼ
ン
す
る
こ
と
で
、
改
め
て
大
竹
市
に
対
す
る
愛
着
や
誇
り
を
確

認
致
し
ま
し
た
。 

わ
が
ま
ち
に
は
、
誇
れ
る
も
の
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
多
く
の

人
々
に
向
け
会
員
か
ら
発
信
し
て
頂
き
、
地
域
住
民
の
誇
り
や
愛
着

に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
、
明
る
い
豊
か
な
社
会
へ
繋
が
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。 

（記
事 

地
域
創
生
委
員
会
委
員
長 

小
城
和
之
） 

（取
材 

髙
橋
央
史
） 

大
竹
魅
力
発
信
の 

 
 

 

リ
ー
ダ
ー
を
目
指
せ
！ 

 

ピ
ッ
ツ
ア
が
つ
な
ぐ
人
の
和 

日
頃
の
青
年
会
議
所
活
動

に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
頂
い
て
い
る
会
員
の

ご
家
族
を
お
招
き
し
、 

一
・
「
共
通
の
掛
け
替
え
の

な
い
思
い
出
を
作
り
、
Ｊ
Ｃ

を
身
近
に
感
じ
て
頂
く
こ

と
」 

二
・
「
青
年
会
議
所
で
活
躍

す
る
会
員
と
し
て
の
姿
を

見
せ
、
懇
親
を
深
め
る
こ

と
」 

右
の
二
つ
の
目
的
を
掲
げ

開
催
致
し
ま
し
た
。
当
日

は
、
普
段
体
験
す
る
こ
と

で
き
な
い
石
釜
作
り
を
用

い
た
手
作
り
ピ
ッ
ツ
ア
を
会

員
と
ご
家
族
の
皆
様
で
調

理
。
楽
し
い
会
食
の
ひ
と

時
を
共
に
過
ご
し
、
目
的

を
達
成
致
し
ま
し
た
。 

私
達
総
務
広
報
委
員
会

は
、
身
近
な
人
か
ら
遠
く

の
人
ま
で
、
大
竹
青
年
会

議
所
の
活
動
と
理
念
が
し

っ
か
り
伝
わ
っ
て
い
く
様
、

こ
れ
か
ら
も
力
強
く
発
信

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

（
記
事 

総
務
広
報

委
員
会
委
員
長 

藤
野
広

志
） 

（取
材 

日
野
浩
爾
） 

我
が
大
竹
青
年
会
議
所
は
、
な
ん
と
・
・
・
！
予
選
敗

退
・
・
・
。
で
す
が
、
五
月
の
爽
や
か
な
空
気
の
下
、
気
持
ち
の

良
い
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
が
で
き
ま
し
た
。
当
会
議
所
が
優
勝
す
る

た
め
に
は
、
読
者
の
皆
様
の
力
が
必
要
で
す
！
来
年
は
是
非

青
年
会
議
所
に
入
会
い
た
だ
き
、
我
々
と
共
に
優
勝
を
目

指
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！ 

 

（記
事 

髙
橋
央
史
） 

最
高
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
勝
負 
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